






















































































































しかし、2007年 5 月 5 日のエキスポランド
での死亡事故なども禍いし、市民、大衆への
信頼を勝ち取るにはこちらも厳しい道のりと
なっている。さらにそんな状態を一層冷え込
ませるかのように、マスコミでは行政、企業
の不祥事をあら捜しのように報じ続ける傾向
が続く。
このような閉塞的状況を打開することこそ
が今叫ばれている市民参画型社会実現に向け
た最初の第一歩である。市民、とりわけ大衆
には一人ひとり、自ら行動を起こすことが重
要になる。企業へ要望を示すのとは違い、行
政府へ要望を示すことは選挙を除いて、容易
に実現させる方法はまだ少ない。まずは一人
ひとりが住んでいる地域のことを知ること、
そして数少ない保障された意見の場を生かす
ことなど、市民参画社会は一人ひとりが行動
を起こさずしては実現しない。
新しい市民参画型社会は行政府、企業、そ
して市民三者の強固な信頼関係と柔軟に意見
交換、コミュニケーションが取れる場が保障
されて初めて実現に近づく。日本で開催され
た 2つの万博の違いには市民参加型社会実現
に向けた芽を出したばかりの可能性がある。
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